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 我々は教授者の立場で eLearning のシステムを構築してきた 1)。それらは講義室における Desktop 






eLearning システムに受講者(学生)側の eLearning システムを加えることで講義・受講システムとし
ての完成度を高めることができると主張する。つまり講義の配信形態と内容に合わせ、ノートを取り
やすくし、纏めやすくし、課題や問題を解決しやすい場を与える受講システムを作成することが、新
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Ⅱ System概要 




 教授者側の eLearningはOS Linuxの上に構築された
WebSystemであり、CMS は OpenSource で世界的に有




含めた管理 System は同じく Opensource の WebMin を用いて
いる。LANの転送速度に依存するが、ハードウェアとしては
200人が同時に使用できる設定にしてある。 
 受講生は図 1 の Toppage の掲示板を見てから図 2 の講義科



















図 4 教科書 eBook 
 
図 1 Top page 
 
図 2 講義ページ Top 
 
図 3 講義科目ページ 
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以上が教授者側から見た eLearning Systemである。 
 
2. 学生側の System 












図 5 講義ごとのページ 1 
 
図 6 講義ごとのページ 2 
 
図 7 小テスト 
 
図 8 評定者レポート 
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図 9 学生ページ 











          : 
http://gakuseimei10.student.konashi-lab.umds.ac.jp 
各自のURLが作成されている。 





















図 10 学生ページ 
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図 11 仮想マシン 
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図 補足  
Desktop PC Login画面 
 
図 補足 携帯電話Login画面 
 本システムを構築し管理運営するのは少々複雑である。GUI で設定できるツールを開発し、管理運
営者の作業を軽減することも今後の課題である。 






1） 小無啓司 Moodle 2.* とWordPress3.* を用いた演習システム作成の試み 物理教育学会第41回研究集会発表予稿集 


















図 補足 Tablet PC Login画面 
